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1.はじめに 

 近年では,教育の場面において,従来の形式か

らの変革が求められている.文部科学省は，現代

社会に生き, 貢献するために，従来の教育手法

から，能動的アクティブラーニングへの転換の

必要性を述べている[1].  

Project-Based Learning(PBL)形式の授業にお

いて，学生の最終的な成果と，その要因につい

ての研究が十分でない.また，PBL 自体が比較的

新しい形式の授業であり，各組織が手探りで行

っている現状において，社会情報学部の PBL の

事例を紹介することは，非常に意義がある. 

そこで本研究では，学生グループの最終的な

成績と，グループ単位で毎週提出する，週報の

関係を質的研究により探った.その結果，週報の

語に着目することで，成績の予見が可能である

と判明した.また，その運営に関して，オンライ

ン化した例を示し，一定の効果があると示した. 

 

2.グループの成績と週報の関係 

2.1 プロジェクト演習入門と週報について 

 プロジェクト演習入門とは，青山学院大学社

会情報学部で行われている，PBL 形式の授業であ

る. 前期と後期に分かれ，主に学部 2 年生を対

象として，200 名近くの学生が履修している.学

生は 6 人程度で 1 グループを形成し，実際に企

業や行政から与えられた課題の解決を目指す.最

終的にはその解決提案をプレゼンし，それを評

価してもらう形式である. 

この授業では，プロジェクトの進捗などに関

して，毎週グループ単位で，週報を提出させて

いる.週報には，「今週の目標」や「今週までに

行ったこと」，「次週に向けての作業」などの

項目がある(図 1). 

提出された週報は，学部 4 年生(チューター)

や，各課題の担当教員を中心に毎回フィードバ

ックを行い，プロジェクトの質向上を目指して

いる.また，週報を記述，確認することで，グル

ープ内で情報を整理する意味もある. 

 

 
図 1 プロジェクト演習入門における週報の例 

 

2.2 週報データの解説 

 本研究では，週報と学生グループの成績の関

係について，分析を行った.対象は 2016 年後期

に実施した「プロジェクト演習入門Ⅱ」である.

その中で，成績の分布が 3 つに分かれた 2 つの

課題，計 6 班の週報データを分析対象とした.以

降では，2 つの課題をそれぞれ，課題 1，課題 2

と表記し，グループの成績が良い順に上・中・

下グループと表記する. 

2.3 頻出語に関する質的研究 

前述のデータを対象に，週報に出てくる単語

と，プロジェクトの成果に関して，分析を行っ

た.頻出語の抽出には，週報の全てをテキストデ

ータにし，KH Corder[2]を用いて行った.そして，

頻出語の上位 10 語を，課題ごとにグループ別で

表にまとめた. 

また，頻出語のうち，週報のフォーマットに

出現している，プロジェクトにあまり影響を与

えない単語を，形式語と定義し，灰色で塗りつ

ぶした.逆に，プロジェクトに影響する自らのア

イデアとなる単語を，専門語と定義し，下線を

引いた(図 2). 
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図 2 頻出語の分析結果 

 

課題 1 に関しては，下グループに関しては，

明らかに形式語の出現が多い.課題 1 の下グルー

プは週報の中身があまり具体的ではなく，内容

の薄い記述になっている.課題 2 に関しては，下

のグループに専門的な語が全く出現していない.

課題 2 の下グループに関しても，週報に専門的

な用語がなく，内容の薄い記述になっている.つ

まり，週報は専門語と形式語の出現に着目する

ことで，特に，成績の悪い班を予見可能である.

この点に注意することで，授業全体のボトムア

ップに繋げることができる. 

 

3. Google ドライブの導入とその評価 

 2016 年と 2017 年の授業では，週報のフォーマ

ットを，Word の形式で用意していたが，よりプ

ロジェクトの成果，学生グループの成績を向上

させるため，オンラインフォーマットの導入を

行った.2018 年後期の「プロジェクト演習入門

Ⅱ」では Google ドライブを使用し，週報の記述

を Google ドキュメントで行った. 

この導入により，従来の Word の提出より，

Web 上での運営側の素早いフィードバックが可能

になり，また学生たちも，週報の共有が容易に

なり，グループの反省も容易になった.2018 年の

授業は，週報の記述について，前期は Word，後

期は Google ドキュメントとなっており，前期と

比較する形で，後期のオンライン化した形式に

関してアンケートを行った.使いやすい・やや使

いやすいと回答した割合は 46.3％であり，一定

の効果があったと言える(図 3). 

 

4.おわりに 

 本研究では，PBL において，週報の専門語と形

式語の出現で，成績の悪い班を予見可能である

こと，Google ドライブの導入による週報のオン 

 
図 3 オンライン化による使いやすさ 

 

ライン化に一定の効果があること，以上 2 点を

示した. 

 今後の展望としては，頻出語に関する分析を， 

2016 年から 2018 年の，3 年分のデータを対象と

して，量的研究の準備を進めている.またそこか

ら，プロジェクトの成果向上の要因を探り，グ

ループウェアの運営に必要な機能や，要素に関

して，今後も研究を進める. 
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